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斜めに配置した木造軸組耐力壁の水平耐力・剛性に関する実験 
 
 
木造軸組構法 合板耐力壁 筋かい耐力壁 
壁量 斜め壁 耐力／初期剛性 
   
 
1. はじめに 
木造住宅を計画する上で、敷地形状の制約や意匠上の

要求から、平面計画上、斜めに壁線及び耐力壁を計画す

ることがある。このときの壁量計算は一般的に X 及び Y

方向成分に壁量を成分分解して、各方向で加算する方法 1)

をとる。しかしながら、耐力壁が斜めに配置されたとき

の耐力及び剛性の評価方法及びその検証は明確にされて

おらず、加えて、実験的な検証結果も示されていない。 

そこで、本報では、木造軸組構法の代表的な耐力壁を

対象にし、配置角度をパラメータにした水平壁せん断実

験を多数実施、その結果の検証と分解方法の妥当性を把

握し報告する。 

 

2. 実験概要 
軸組構法耐力壁として一般的な、図 2.1 に示す材料及

び断面の仕様もった合板及び筋かい耐力壁を試験体とし、

合板耐力壁は N50@150mm の 2.5 倍相当、筋かい耐力壁は 2

つ割のたすき掛けによる 4倍相当の仕様である。 

上述仕様の試験体において、図 2.1 及び表 2.1 に示し

た配置角度をパラメータにした、10 通りの各 3 体、合計

30 体の壁実験を実施した。 

 また、耐力壁柱脚部には、ワイヤー式のホールダウン

を使用し、ホールダウンボルトの曲げ耐力の耐力壁性能

への寄与を小さくした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 に示すように、平面上下対称となるように 2 体

の耐力壁を配置し、その対称軸線上に設けた加力用の桁

をアクチュエータで強制変位制御した。加力桁と耐力壁

は耐力壁桁上で 36mm 厚さの合板と数本のφ16mm ボルトで

接合し、アクチュエータの荷重及び変位が耐力壁に十分

に伝達できるようにした。 

 加力方法は性能評価機関業務方法書 2)に従い、層間変形

角 1/450rad.から 1/50rad.においては 3 サイクルの正負

繰り返し加力を、その後は可能な限り引き側に加力した。 

 一方、試験体の破壊性状と耐力性能に大きく寄与する

材料物性値と材料欠点も、全部材において測定及び調査

したが、その検証は本報では省略する。 

 

 

 

 

 

 

  

以降に示す荷重と変位には加力桁の変位及びアクチュ

エータの荷重を用いる。また、層間変形角算出には試験

体高さの 2730mm を使用する。 

 

3. 実験結果 
 収録結果の荷重－変位曲線より抽出したすべての骨格

曲線を図 3.1 に示す。図 3.2 より最大耐力、降伏耐力及

び Ds の変動係数は最大で各 14%、26%及び 22%程度となり

各配置角度での試験体差が多少生じた。 

配置角度の増加に伴い各平均耐力は低下していくが、

平均 Ds は大きく変化せず配置角度との相関性は小さい。 

 表 3.1 に示す X（加力）方向における壁倍率は、配置 
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表 2.1 試験体名称と配置角度 

試験体名 耐力壁配置角度 耐力壁種類 試験体名 耐力壁配置角度 耐力壁種類

B00 0度 P00 0度

B15 15度 P15 15度

B30 30度 P30 30度

B45 45度 P45 45度

B60 60度 P60 60度

筋かい 合板

図 3.1 荷重‐変位曲線から抽出した骨格曲線 
すべての筋かい耐力壁 すべての合板耐力壁 
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図 2.1 試験体仕様と配置概要 

耐力壁立面図 セットアップ状態の平面図 
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角度の増加に伴い概ね低下した。合板耐力壁 15 度では、

倍率決定要因の違いにより 0 度に対して倍率が増加した

が 4 つの指標（Py,P120,Pu0.2/Ds,Pmax2/3）それぞれでの傾

向は配置角度の増加に伴い低下している。 

斜め壁の壁量または耐力と剛性は 1 章で述べた方法 1)で

平面 X‐Y 座標系に分解する。力学的な X 成分分解では、

耐力が COSθの 1 乗、剛性は 2 乗 3)となるが、分解前後の

総壁量の一致及び安全側を考慮して、耐力及び剛性の両

要素を含む壁量、耐力及び剛性ともに 2 乗を使用してい

ると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3 には配置角度 0度に対する剛性、耐力及び壁量 

の低減割合を示した。また、図中には 0 度の実験結果値

に COS2θ及び COSθを乗じて各角度の低減を算出した結果

も示す。各角度の実験結果値により算出した低減と COS2

θ及び COSθの低減を比べると、耐力は COSθ程度及び

COS2θより小さい低減割合となった。剛性については COS2

θよりも大きな低減となる配置角度もあるが概ね COS2θ

に一致した低減であった。また、壁量においては COS2θ

より低下割合が小さい結果である。 

 

4. まとめ 
 斜め配置耐力壁の実験結果の検証に加えて、X 方向成分

の耐力、剛性及び壁量と COSθの 1 及び 2 乗低減の大小関

係を把握した。また、本実験は X 方向のみであり、分解

前後の壁量の一致を考えると Y 方向の検証も必要である。 
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筋かい耐力壁 決定要因 合板耐力壁　 決定要因

0 2.61 Ds 3.05 Ds

15 2.57 Ds 3.13 Py

30 2.13 Ds 2.98 Py

45 1.75 Ds 2.52 P120

60 1.38 Ds 1.67 P120

配置角度
壁倍率　[倍]

表 3.1 加力方向における壁倍率 

初期剛性 降伏耐力 

P120 壁量 
図 3.3 耐力と壁量の低下割合（配置角度 0度で基準化） 
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図 3.2 最大耐力，降伏耐力，Ds の平均値と標準偏差 
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